スコットランド実習下見・第2回実施報告

2008.7.25

知識工学部　リテラシー学群　化学

萩谷　宏

期間：2008年6月20日～6月27日の8日間

場所：スコットランド・エディンバラ、スターリング、グラスゴー、及びロンドン。

責任者：萩谷　宏（化学）

同行者：谷間　真理（東京大学駒場博物館職員）下路　佳代子（環境情報学部情報メディア学科４年）

現地案内：小中　美栄子氏（スターリング城タペストリー復元制作技術者）

費用：１人あたり\250000：航空券＋燃油税約16万円、宿泊費・交通費・実習費：約9万円。

実施日程

６／20（金）成田発BA006　10:55発　ロンドン14:55着、17:15発、エディンバラ18:40着、泊

６／21（土）10:00、GeowalkのSiccar Point不整合露頭見学、15:00現地発、エディンバラ泊

６／22（日）Glasgow移動、Kelvingrove Art Gallery & Museum見学、Fossil Grove、現代美術館、

交通博物館等見学。エディンバラ泊

６／23（月）スターリング市内及びスターリング城見学。スターリング大学訪問。エディンバラ泊

６／24（火）エディンバラ周辺地質見学。エディンバラ泊

６／25（水）9:05エディンバラ発　BA8703、10:35ロンドン・シティー着。自然史博物館見学、

ロイヤル・ソサエティー訪問、ロンドン泊

６／26（木）ロンドン市内見学、15:45ロンドン・ヒースロー発　BA007

６／27（金）11:10成田着　解散
宿泊先：Edinburgh First（エディンバラ大学）

実施内容

・Geowalkにて、エディンバラ大学講師・Angus Miller氏の引率による地質見学会参加。Hutton(1788)による不整合の認識で歴史的価値の高い、Siccar Pointの海岸露頭とデボン系旧赤砂岩、シルル系グレイワッケの観察。氷食地形の観察。

・Miller氏と学生実習実施の下打ち合わせ。来年以降の実施のさいの現地案内を打診し、快諾を得る。

・BGS（英国地質調査所）エディンバラオフィス訪問。学生実習に必要な地質図・地質調査報告を入手。

・エディンバラ及びグラスゴーの科学博物館４つを見学。

・エディンバラ市内の地質観察地（模式地）として知られるArthur’s Seatを登山。地質観察。

・ロンドンにおいて自然史学物館の見学。教育資料収集。

・Stirling城のWest Deen Tapestry Studio訪問。小中氏他の職員に挨拶。
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